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プロコンへ行こう！



本田 裕昭
from.endor@gmail.com











  



自己紹介



本田裕昭（ほんだ　ひろあき）



● 2004年 舞鶴高専電気工学科 卒業
● 2008年 豊橋技術科学大学大学院



          知識情報工学専攻 修了
● 現在 KLab株式会社 勤務



● Twitter id: hiro_0412
● mixi id: 30598



– 高専プロコンコミュ











  



プロコン出場経歴



● 第１０回　課題部門　「凧作」
● 第12回　課題部門　「あいのりレボリューション２１」
● 第13回　競技部門











  



最近のトピック



● 国際化
● プロコン出身者が審査員に











  



国際化



● 第15回から、海外の大学チームがゲスト参加
● ハノイ国家大学、大連東軟情報学院、モンゴル国立



大学（第19回）
● 順位はつかないが、かなり優秀な成績











  



プロコン出身者が審査員に



● 第18回大会
● 福野泰介さん（福井高専OB、 jig社長）
● 中西巧さん（舞鶴高専OB）











  



第１９回レポート



● 10月１１～12日
● 福島県いわき市　いわき明星大学











  



課題・自由部門



● 学生が作り上げたシステムのアイディアや完成度
を競う



● プレゼンテーション審査
● デモンストレーション審査



● 課題部門
● 「ゆとりを生み出すコンピュータ」



● 自由部門
● 自由な発想でプログラムを作る











  



課題・自由部門の作品



課題部門最優秀賞
● BOOK・ON（米子高専）
● 本型ユーザインタフェース
● 独自に考案した「サークルコード」でペー



ジ送り、拡大・縮小を実現



自由部門最優秀賞
● 写動（詫間電波高専）
● 手の影に動物が乗ったり、ボールが跳ね



たり、影とCGのインタラクション











  



競技部門



● 設定されたルールのもとで直接試合を行う
● 第19回「フラッと収集車」
● すべての集積所を周り、できるだけ少ないガソリン



消費量で荷物をゴールまで運ぶ











  



競技部門中止



● 運営側のシステムトラブルのため競技部門中止
→ITmediaの記事が詳しい



http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/0810/14/news021.html



運営者がリスク管理できていなかったのでは？



● 現在、ネット上で再試合中
→ http://www.procon.gr.jp/kyogi19/





http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/0810/14/news021.html


http://www.procon.gr.jp/kyogi19/








  



プロコンの魅力



● 高専生の柔軟な思考
● さまざまなアイディアが出てくる！



● 性格の異なる3部門が存在
● 単純に技術力やアイディア勝負だけではない



– アピール力
– 入力ミスをいかに防ぐか（ヒューマンファクター）











  



来年は木更津



● 東京から約1時間、日帰りも可能！
● 記念すべき第20回大会



みんなでプロコンへ行こう！











  



高専プロコンについて



● 正式名称：
● 全国高等専門学校プログラミングコンテスト



● まなびピアの一環、毎年開催地が変わる
● 2007年 第18回 岡山県津山市
● 2008年 第19回 福島県いわき市



● 開催時期
● 予選（書類選考）：6月末
● 本選：10月中旬
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